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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，動脈瘤内に多孔質足場(セルロースポーラスビーズ，cellulose 
porous bead: CPB)を留置して母血管にフローダイバーターをおいたとき，瘤内の血栓化が促進されるか、また
新生内膜が誘導されるかを明らかにすることである。我々は、ウサギを用いた脳動脈瘤モデルの作成に着手した
が、対象となる血管が非常に細く、また、血管攣縮をおこしやすく、現段階でモデル作成が完成していない。本
研究の前段階で行った、ラット頚動脈の簡易的動脈瘤モデル内にCPBを留置した実験では、動脈開口部での新生
内膜形成が確認されている。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to clarify whether thrombosis in the aneurysm 
is promoted and whether neointima is induced after placing a porous scaffold (cellulose porous bead:
 CPB) in aneurysm model of rabbits. We have started to create an aneurysm model using rabbits, but 
the model has not been completed at this stage because the target blood vessels are very fine and 
vasospasm is likely to occur. 
In the previous stage of this study, CPB was placed in a simple aneurysm model of the rat carotid 
artery, and neointimal formation at the arterial opening was confirmed. 

研究分野：脳神経外科学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
頭蓋内巨大脳動脈瘤に対して，フローダイバーターによる治療が可能となった。海綿静脈洞内の大型・巨大瘤に
対しては極めて有用な治療手段であるが、硬膜内瘤に対しては、血栓化への誘導が不完全な症例も存在する。そ
の場合，瘤内にプラチナ製コイルをおくことによって血栓化を促すが、コイルを留置するとmass effectが軽減
しないという問題がある。 フローダイバーター留置による動脈瘤血栓化誘導は有用な治療手段であるが、さら
に動脈瘤によるmass effectを可能な限り早く軽減することも臨床現場では重要な課題である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
1. 研究開始当初の背景 
頭蓋内巨大脳動脈瘤に対して，フローダイバーターによる治療が可能となった。海綿静
脈洞内の大型・巨大瘤に対しては極めて有用な治療手段であるが、硬膜内瘤に対しては、
血栓化への誘導が不完全な症例も存在する。その場合，瘤内にプラチナ製コイルをおく
ことによって血栓化を促すが、コイルを留置すると mass effect が軽減しないという問
題がある。 フローダイバーター留置による動脈瘤血栓化誘導は有用な治療手段である
が、さらに動脈瘤による mass effect を可能な限り早く軽減することも臨床現場では重
要な課題である。 
 
2. 研究の目的 
本研究の目的は，フローダイバーター単独では治癒困難な動脈瘤を対象として，動脈瘤
内にプラチナ製コイルではなく，多孔質足場(セルロースポーラスビーズ，cellulose 
porous bead: CPB)を留置し，さらに母血管にフローダイバーターをおいた場合，瘤内
の血栓化およびフローダイバーター内に新生内膜がいかに誘導されるかを，瘤内部の組
織学的検討から解析することである。 
 
3. 研究の方法 
本研究では，フローダイバーター単独では血栓化が誘導されにくいとされる curved 
aneurysm model をウサギで作成することを計画した。作成された動脈瘤内に、CPB
を留置する。CPBは小孔を多数有する物質で細胞培養の基質として使用され，細胞の遊
走，生着に有利な環境を構築する。CPB留置 3か月後に，コントロール群 1匹，CPB1
つ群，CPB2 つ群をそれぞれ 2匹，血管撮影後に安楽死させ，母血管および瘤を摘出す
る。CPB留置 1年後に同様の血管撮影およひび組織摘出を行う。 
観察点 
・血管撮影：動脈瘤が血管撮影上，完全に消失しているか． 
・外観：動脈瘤の外形サイズの測定 1 年の経過で瘤は縮小しているか． 
・内部（組織学的検索） 
ⅰ瘤内の血栓化状態．血栓の器質化が得られているか． 
ⅱ開口部スローダイバーター上の膜構造の形成状態．HE 染色, Elastic van 
Gieson 染色で膜構造の形態学的特徴を観察し，さらに血管内皮細胞をみる
ために Factor VIII を，血管平滑筋細胞をみるためにαSMAによる免疫染色
を行う． 

 



4. 研究成果 
ニュージーランドホワイトラビットを使用し，ケタミンによる全身麻酔下に頚部血管を
露出し，curved aneurysm の作成を試みた。研究代表者は，これまでにビーグル犬およ
びラットを使用して，動脈瘤を作成した経験がある。しかしウサギの場合，対象となる
頚部血管が直径約 2mmと細く，また非常に攣縮をきたしやすい。また，作成した動脈
瘤内に容易に血栓が生じてしまい，瘤作成が非常に困難であり，研究期間において安定
した動脈瘤モデルの確立には至らず，動脈瘤内部への CPB 留置もできていない。本年
度で研究は終了するが，今後本課題を再開する場合には，実験時の麻酔管理および術後
の血栓予防処置，また手術手技の問題点を整理し，改善する必要がある。本研究の前段
階として行った実験では、ラットの動脈瘤モデルに CPB を留置し，動脈瘤開口部に新
たな血管壁が誘導され，瘤内への血流が完全に阻止されることを確認している。 
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未破裂近位大型内頚動脈瘤の治療成績

移動型血栓除去チームによる急性期再開通治療の問題点と長期予後についての検討


